
（低速走行時照射灯


） （低速走行時側方照射灯


）
第200条の２ （略） 第200条の２ （略）
２ 低速走行時照射灯


の灯光の色、明るさ等に関し、


保安基準第33条の３第２項の告示で定める
基準は、次


に掲げる基準とする。この場合において、低速走行時照射灯


の照明部の取扱いは別

添94「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法（第２章第２節及び同章第３節関係）」に
よるものとする。

２ 低速走行時側方照射灯


の灯光の色、明るさ等に関し

保安基準第33条の３第２項の告示で定め

る基準は、次の各号


に掲げる基準とする。この場合において、低速走行時側方照射灯


の照明部
の取扱いは別添94「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法（第２章第２節及び同章第
３節関係）」によるものとする。

一 低速走行時照射灯


の光度は、500cd以下であること。 一 低速走行時側方照射灯


の光度は、500cd以下であること。
二 低速走行時照射灯


の照射光線は、他の交通を妨げないものであること。 二 低速走行時側方照射灯


の照射光線は、他の交通を妨げないものであること。
三 低速走行時照射灯


の灯光の色は、白色であること。 三 低速走行時側方照射灯


の灯光の色は、白色であること。
四 低速走行時照射灯


は、灯器が損傷し、又はレンズ面が著しく汚損しているものでないこと。 四 低速走行時側方照射灯


は、灯器が損傷し、又はレンズ面が著しく汚損しているものでない
こと。

３ 次に掲げる低速走行時照射灯


であって、その機能を損なう損傷等のないものは、前項各号の
基準に適合するものとする。

３ 次に掲げる低速走行時側方照射灯


であって、その機能を損なう損傷等のないものは、前項各
号の基準に適合するものとする。

一 指定自動車等に備えられているものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えられた
低速走行時照射灯


一 指定自動車等に備えられているものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えられた
低速走行時側方照射灯


二 法第75条の２第１項の規定に基づき型式の指定を受けた特定共通構造部に備えられている
低速走行時照射灯


又はこれに準ずる性能を有する低速走行時照射灯


二 法第75条の２第１項の規定に基づき型式の指定を受けた特定共通構造部に備えられている
低速走行時側方照射灯


又はこれに準ずる性能を有する低速走行時側方照射灯


三 法第75条の３第１項の規定に基づき装置の指定を受けた低速走行時照射灯


又はこれに準ず
る性能を有する低速走行時照射灯



三 法第75条の３第１項の規定に基づき装置の指定を受けた低速走行時側方照射灯


又はこれに
準ずる性能を有する低速走行時側方照射灯


４ 低速走行時照射灯


の取付位置、取付方法等に関し、


保安基準第33条の３第３項の告示で定め
る基準は、次


に掲げる基準とする。この場合において、低速走行時照射灯


の照明部、個数及び

取付位置の測定方法は、別添94「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法（第２章第２
節及び同章第３節関係）」によるものとする。

４ 低速走行時側方照射灯


の取付位置、取付方法等に関し

保安基準第33条の３第３項の告示で定

める基準は、次の各号


に掲げる基準とする。この場合において、低速走行時側方照射灯


の照明
部、個数及び取付位置の測定方法は、別添94「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法
（第２章第２節及び同章第３節関係）」によるものとする。

一

低速走行時照射灯の数は、自動車の側面に備えるものにあっては次のイからハまでに掲げ
る自動車の区分に応じそれぞれイからハまでに定める数とし、後面に備えるものにあっては
１個とする。

一

低速走行時側方照射灯の数は、１個又は２個であること。

イ 長さが６ｍ以下の自動車 ２個以下（片側１個ずつ）
ロ 長さが６ｍを超え、９ｍ以下の自動車 ４個以下（片側２個まで）
ハ 長さが９ｍを超える自動車 ６個以下（片側３個まで）
二 低速走行時照射灯


は、自動車の側面又は後面


に下方に向けて取り付けられていること。 二 低速走行時側方照射灯


は、自動車の側面

に下方に向けて取り付けられていること。

三 低速走行時照射灯


は、自動車の側面に複数備えるものにあっては車両中心面の両側に、可


能な限り対称的に


取り付けられていること。
三 低速走行時側方照射灯


は、車両中心面の両側に１個ずつ


取り付けられていること。

四 低速走行時照射灯


は、前照灯が点灯していない場合、点灯できない構造であること。 四 低速走行時側方照射灯


は、前照灯が点灯していない場合、点灯できない構造であること。
五 低速走行時照射灯


は、次のイからハまでの要件を一つ以上満たす場合に限り自動的に点灯
するものとすること。

五 低速走行時側方照射灯


は、次のイからハまでの要件を一つ以上満たす場合に限り自動的に
点灯するものとすること。

イ～ハ （略） イ～ハ （略）
六 低速走行時照射灯


には、変速装置を前進の位置に操作した状態において、自動車の速度が
15㎞／ｈを超えた場合には、消灯する構造であること。

六 低速走行時側方照射灯


には、変速装置を前進の位置に操作した状態において、自動車の速
度が15㎞／ｈを超えた場合には、消灯する構造であること。

七 低速走行時照射灯


は、点滅するものでないこと。 七 低速走行時側方照射灯


は、点滅するものでないこと。
八 低速走行時照射灯


の直射光又は反射光は、当該低速走行時照射灯


を備える自動車及び他の

自動車の運転操作を妨げるものでないこと。この場合において、低速走行時照射灯の見かけ


の表面が地上面からの高さ１ｍの位置から直接視認できないものは、この基準に適合するも

のとする。


八 低速走行時側方照射灯


の直射光又は反射光は、当該低速走行時側方照射灯


を備える自動車
及び他の自動車の運転操作を妨げるものでないこと。
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